
広報 うじよう 

「鬼は～外 福は～内」の声高らかに 

Fr 方城町 

2月3日の節分祭の日、中央保育所で元 

気よ＜豆まきが行われました。 

こどもたちは、泣き虫鬼やいじめ鬼など 

自分の中の悪い鬼を追い出そうと、力―杯 

豆をまいていましたが、赤鬼や青鬼が現れ 

ると泣き声をあげて逃げ回っていました。 

しかし、鬼が去ったあと福の神が登場する 

と、和やかな雰囲気に戻りこどもたちに笑 

みがこぼれました。 

1998年（平成1昨)3月第198号 
織・発行／方城町役場総務課 印刷／日光印刷 

福岡県田川郡方城町伊方4448-2 〒 822 -1293 

TEL (0947) 22-0520t) FAX (0947)22-0771 



約千人の給食を作る調理員さん 

学
校
給
食
週
間
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
 

昭
和
 20 

年
、
終
戦
を
迎
え
た
日
本
は
 

食
べ
る
物
が
な
く
て
、
み
ん
な
お
な
か
 

を
す
か
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
育
ち
盛
 

り
の
こ
ど
も
た
ち
の
飢
え
を
見
て
、
ア
 

メ
リ
カ
か
ら
脱
脂
粉
乳
や
小
麦
粉
、
缶
 

づ
め
が
送
ら
れ
て
き
て
、
給
食
が
始
め
 

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

昭
和
 21 

年
 12 

月
 24 

日
、
物
資
の
贈
呈
 

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
日
が
学
 

方
城
町
の
学
校
給
食
の
 

献
立
を
た
て
て
い
る
 

栄
養
士
の
 

石
松
陽
子
さ
ん
で
す
 

児
童
手
当
 

家
庭
に
お
け
る
、
生
活
の
安
定
と
次
 

代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
 

及
び
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
3
歳
 

未
満
の
児
童
を
養
育
す
る
人
に
手
当
を
 

支
給
す
る
制
度
で
す
。
 

《
手
当
の
額
》
 

第
1
子
 

第
2
子
 

第
3
子
以
降
 

5
千
円
（
月
額
）
 

5
千
円
（
月
額
）
 

1
万
円
（
月
額
）
 

児
童
扶
養
手
当
 

父
親
の
い
な
い
児
童
（
父
親
が
重
度
 

障
害
者
の
場
合
を
含
む
。
た
だ
し
、
児
 

童
が
公
的
年
金
の
加
算
対
象
と
な
っ
て
 

校
の
冬
休
み
と
重
な
っ
た
た
め
ー
ケ
月
 

遅
ら
せ
て
、
1
月
 24 

日
か
ら
か
ら
1
週
 

間
を
学
校
給
食
週
間
と
す
る
こ
と
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

そ
の
こ
ろ
の
小
学
校
6
年
生
は
、
今
 

の
4
年
生
（
平
均
身
長
1
3
3

・
5
セ
 

ン
チ
）
く
ら
い
の
体
格
だ
っ
た
そ
う
で
 

す。 

現在、伊方小学校．弁城小学校，方城中学校の3校合わせ 

て約1030人分の給食を6人の調理員さんで作っています 

が、子どもたちが心待ちにしてくれる給食になるよう、セン 

ターの職員一同協力して給食を作っています。 

平成8年に流行した〇157以来、衛生面には一番気を使っ 

ています。また、栄養のバランスが取れるよう気をつけて献 

立をたてています。 

今一番の問題点は、米飯給食に対する補助金が今年度で打 

ち切られるので、その後の対応策を現在検討中です。 

) ) 

い
る
場
合
を
除
く
）
の
母
や
、
母
に
か
 

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
 

に
対
し
て
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。
 

《
手
当
の
額
》
 

1
人
目
 

4
1
3
9
0
円
（
月
額
）
 

2
人
目
 

5
0
0
0
円
加
算
 

3
人
目
か
ら
 
3
0
0
0
円
加
算
 

特
別
児
童
扶
養
手
当
 

二
十
歳
未
満
で
、
心
身
に
障
害
の
あ
 

る
児
童
の
扶
養
の
た
め
に
そ
の
父
母
及
 

び
、
養
育
者
に
対
し
て
手
当
を
支
給
す
 

る
制
度
で
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
福
祉
 

係
に
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

合
（
 22 

)
0
5
2
0
 
内
線
1
2
4
 

方城酎在住者で、町内の小中学校に 

つでいる児童・生徒を持つ保護者が、 

生活保護法に準じる程度に困窮してい 

ると認められた場合には、就学援助制 

度の適用を受けることができます。 

就学援助の種類・・・学用品費、 

学校給食、校外活動費（見学旅行等）、 

新 入学用品費（小‘中学校1年生）、 

・医療費（学校病） 

2‘提幽書類・・・就学援助申請書、 

・占所揚証明書 

講受付・ ,・平成10年3月20日 

）まで 

詳しいことは、方城町教育委員会学 

校教育課仁お嬰い合わせください。 

合（2.2り4300 
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篇 昭和20年代半ば 学校の校舎の一画を給食室にして、給食が 篇 

賞 始められました。でも脱脂粉乳だけの給食で、婁 
* 子どもたちはお弁当を持ってきていました。 * 

欝 この脱脂粉乳は、おかあさんたちが交代で作 糞 

脅 りにきていました。そして、月に何回か煮込 需 

窮 みうどんもあったそうです。 糞 

意 昭和39年2月 方城町学校給食センターができ、パン．脱 意 
暴 脂粉乳の給食が始まりました。 暴 

篇 昭和40年代初め 脱脂粉乳から牛乳に変わりました。 富 

烹 昭和51年 週に1回の米飯給食が始まりました。 こ 

篇 昭和56年 米飯給食が週に2回になりました。 富 
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入
院
時
の
食
事
負
担
額
軽
減
 

現
在
、
入
院
時
の
食
事
負
担
額
が
1
 

日
に
つ
き
7
6
0
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

た
だ
し
、
次
の
1
及
び
2

の
場
合
に
は
、
 

軽
減
さ
れ
ま
す
。
 

1
 
市
町
村
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
 

属
す
る
人
 

1
日
6
5
0
円
 

（
過
去
1
年
間
の
入
院
日
数
が
 

90 

日
を
超
え
て
い
る
場
合
は
、
 

1
日
5
0
0
円） 

2
 
市
町
村
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
 

属
す
る
人
で
、
老
齢
福
祉
年
金
 

を
受
給
し
て
い
る
場
合
 

1
日
3
o
o
円
 

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
福
祉
 

係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

客
（
 22 

)
0
5
2
0
 
内
線
1
2
4
 

！

ノ

 

縛
給
食
週
間
の
 

掩
報
、
取
り
組
み
 

A
ノ．. 

給
食
週
間
に
は
、
日
ご
ろ
と
少
し
違
 

う
メ
ニ
ュ
ー
が
考
え
ら
れ
て
い
て
、
子
 

ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
食
材
が
使
わ
れ
た
献
 

立
が
1
週
間
続
き
ま
す
。
中
で
も
、
給
 

食
週
間
の
代
表
的
献
立
と
い
え
る
の
が
 

「
ほ
う
じ
ょ
う
す
い
と
ん
」
で
す
。
こ
 

れ
は
、
方
城
町
で
作
ら
れ
て
い
る
シ
イ
 

タ
ケ
や
エ
ノ
キ
タ
ケ
を
使
い
、
他
た
く
 

さ
ん
の
野
菜
と
肉
を
入
れ
、
具
だ
く
さ
 

ん
の
す
い
と
ん
に
し
た
も
の
で
す
。
 

こ
ど
も
た
ち
は
、
給
食
週
間
の
間
給
 

食
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
を
見
た
り
、
給
 

食
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
寄
せ
書
き
を
し
 

た
り
し
て
、
日
ご
ろ
の
給
食
に
感
謝
し
 

て
い
ま
し
た
。
 

特
別
減
税
に
伴
い
、
2
月
1

日
現
在
で
次
の
こ
と
に
該
 

当
す
る
人
に
臨
時
福
祉
年
金
を
支
給
し
ま
す
。
 

な
お
、
該
当
者
に
は
役
場
か
ら
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
福
祉
係
に
問
い
合
わ
せ
て
 

く
だ
さ
い
。
 

合
（
2
2
)
0
5
2
0
 

内
線
1
2
4
 

臨
時
特
別
給
付
金
 

町
民
税
が
課
さ
れ
て
い
な
い
 65 

歳
以
 

上
の
お
と
し
よ
り
の
方
 

（
支
給
対
象
者
1
人
に
つ
き
1
万
円
）
 

※
 
平
成
9
年
度
分
の
町
民
税
が
課
 

さ
れ
て
い
る
親
族
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
 

場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

臨
時
介
護
福
祉
金
 

町
民
税
の
所
得
割
が
課
さ
れ
て
い
な
 

い
 65 

歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
で
、
在
宅
 

で
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
 

（
支
給
対
象
者
1
人
に
つ
き
3
万
円
）
 

※
 
特
別
障
害
者
手
当
等
の
受
給
者
 

も
支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
 

臨
時
福
祉
給
付
金
 

老
齢
福
祉
年
金
や
各
種
手
当
を
受
給
 

し
て
い
る
方
 

（
支
給
対
象
者
1
人
に
つ
き
1

万
円
）
 

〇
 
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
 

〇
 
障
害
基
礎
年
金
等
受
給
者
 

〇
 
遺
族
基
礎
年
金
等
受
給
者
 

〇
 
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
 

〇
 
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
 

〇
 
特
別
障
害
者
手
当
受
給
者
 

「
 

これが『ほうじようすいとん』です 

〇
 
障
害
児
福
祉
手
当
受
給
者
 

〇
 
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）
受
 

給
者
 

〇
 
原
爆
被
爆
者
諸
手
当
受
給
者
 

※
 
臨
時
特
別
給
付
金
と
重
複
し
て
 

支
給
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

※
 
障
害
基
礎
年
金
等
や
遺
族
基
礎
 

年
金
等
の
受
給
者
の
一
部
の
方
は
町
民
 

税
が
課
さ
れ
て
い
な
い
方
の
み
が
支
給
 

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
 

や
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
 

は
、
別
途
同
様
の
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
 

国外運転免許証の申請方法 

Iこ係わるテレホンサービス 

国外運転免許証の間い合わせに関する 

濠レホンサービス装遺を福岡県警察本部 

内に設置しました。 

4月1.日から運用を開始しますので、 

国外免許証の申請方法についてお聞きに 

なりたい人は、公092 (633 ) 59 

31 へ軸かけください。 
L ー  ソ J 
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てサークルに入ってみませんか 
今後の行事 

3月4日（水）ひなまつり会 

3 月25日（水）9年度反省会 

子育て支援センターも開設して 

一年が過ぎようとしています。 

年間を通じて、いろいろな行事を 

してきましたが、センターへ集う 

ようになり母親同志のつながりも 

できて、子どもたちも他の 

子と交わりながら遊べるよ 

うになりました。 

4 月から、また楽しい行 

事も予定していますので、 

お子さま連れでぜひ支援セ 

ンターへ遊びにきて下さい。 

1月29日に行われた“お店屋ごっこ” 

1月28日に行われた“絵本のミニ講座” 

子育ての悩み なんでもお気軽にどうぞ 

電話相談 （月～金） 9 時～16時 

来所相談 （月～金） 9 時～16時 

訪問相談 （火） 1〇時～16時 

  地域子育て支援センター 電話（FAX) (22 ) 2401 一＝ー 

方城あゆみ句会 

親切をありがとう 
ー 一枚のハガキから ― 

み城町主何方ふ学校 

「
小
学
生
の
女
の
子
か
ら
親
切
に
さ
れ
て
う
 

れ
し
か
っ
た
。
」
と
い
う
ハ
ガ
キ
が
、
後
谷
の
白
 

石
鶴
代
さ
ん
か
ら
伊
方
小
学
校
に
届
き
ま
し
た
。
 

白
石
さ
ん
は
、
1
月
 10 

日
に
大
き
な
荷
物
を
 

持
っ
て
犬
星
の
坂
を
登
っ
て
い
る
時
、
小
学
生
 

の
女
の
子
2
人
か
ら
「
荷
物
を
持
ち
ま
し
よ
う
 

か
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
自
宅
の
前
ま
で
荷
物
 

を
持
っ
て
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。
 

こ
の
女
の
子
は
、
伊
方
小
学
校
の
4
年
生
の
 

吉
田
真
希
さ
ん
と
片
桐
志
乃
さ
ん
で
、
「
お
ば
あ
 

さ
ん
が
重
そ
う
に
荷
物
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
 

持
っ
て
あ
げ
ま
し
た
。
声
を
か
け
る
時
は
ド
キ
 

ド
キ
し
た
け
ど
、
お
礼
を
言
わ
れ
て
う
れ
し
か
っ
 

た
で
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

白
石
さ
ん
か
ら
の
ハ
ガ
キ
を
手
に
す
る
 

吉
田
さ
ん
（
左
）
と
片
桐
さ
ん
（
右
）
 

) ) 

フアイアーマン勢ぞろい 
―下田川連合消防出初式開催― 

赤池町民会館に整列した方城町消防団 

1
月
 11 

日
、
下
田
川
連
合
消
防
 

出
初
式
が
赤
池
町
で
開
催
さ
れ
、
 

方
城
町
消
防
団
員
1
2
5
人
も
勇
 

壮
に
参
加
し
ま
し
た
。
 

あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
、
赤
池
 

町
民
会
館
の
中
で
行
わ
れ
た
出
初
 

式
で
し
た
が
、
保
育
園
児
ら
の
獅
 

子
舞
が
式
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
 

た
。
ま
た
、
永
年
勤
続
表
彰
な
ど
 

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
方
城
町
か
 

ら
も
 43 

人
の
消
防
団
員
が
表
彰
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

j 

どんど焼きのおもちを食べて 
今年も元気いっぱい 

1
月
 15 

日
赤
坂
八
幡
神
社
で
、
方
城
ホ
ト
 

ト
ギ
ス
句
会
（
代
表
鈴
木
政
義
さ
ん
）
の
主
 

催
で
ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
、
お
正
月
に
飾
 

ら
れ
た
し
め
縄
を
持
ち
寄
っ
た
人
た
ち
で
賑
 

わ
い
ま
し
た
。
 

訪
れ
た
人
た
ち
は
竹
に
さ
し
た
餅
を
焼
き
、
 

振
る
舞
わ
れ
た
か
っ
ぽ
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
 

今
年
1
年
の
無
病
息
災
を
祈
願
し
て
い
ま
し
 

た。 
ま
た
、
町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
俳
人
た
ち
 

は
ど
ん
ど
焼
き
の
句
を
詠
み
、
引
き
続
き
句
 

会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

子
ど
も
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
 

で！ な！ ん！ み
 

講師 池田・一歩 選 

! 

昨
年
夏
か
ら
、
登
下
校
中
の
子
ど
も
た
ち
を
狙
っ
た
、
 

忌
ま
わ
し
い
事
件
が
続
い
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
1
月
 22 

日
に
は
方
城
町
内
に
も
悪
質
な
変
質
者
 

が
で
て
い
ま
す
。
 

町
民
会
議
や
学
校
で
は
、
 
「
子
ど
も
1
1
0
番
」
の
ス
 

テ
ッ
カ
ー
を
つ
け
た
車
で
町
内
を
巡
視
し
、
子
ど
も
た
ち
 

の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

子
ど
も
さ
ん
の
い
る
家
庭
い
な
い
家
庭
に
か
か
わ
ら
ず
、
 

登
下
校
中
や
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
の
様
子
に
目
配
り
気
配
 

り
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

薮
柑
子
谷
の
末
漏
日
あ
る
と
こ
ろ
 

不
器
用
は
老
い
の
言
訳
障
子
貼
る
 

冬
晴
れ
に
ダ
ム
冷
々
と
静
ま
れ
り
 

大
寒
や
労
は
り
あ
ふ
て
受
話
器
置
 

猟
犬
の
耳
そ
ば
だ
て
、
薮
の
中
 

雪
止
み
て
稜
線
ま
じ
か
に
迫
り
け
 

練
炭
を
今
だ
に
村
の
何
で
も
屋
 

著
ぶ
く
れ
て
来
ら
れ
御
機
嫌
麗
し
 

長
き
夜
の
霊
安
室
の
灯
守
る
 

下
萌
に
心
弾
み
て
鍬
を
と
る
 

大
寒
の
潮
の
匂
ひ
の
平
家
茶
屋
 

名
園
の
沈
黙
深
し
辛
夷
の
芽
 

目
立
た
ざ
る
庭
に
目
立
ち
て
石
蕗
 

探
梅
や
坂
登
り
ゆ
く
魚
楽
園
 

媛
房
に
背
中
を
向
け
て
針
仕
事
 

乾
坤
の
温
み
包
み
て
蕗
の
菱
 

足
跡
の
大
き
く
見
ゆ
る
雪
の
路
 

時
雨
き
て
一
入
淋
し
友
逝
き
ぬ
 

花
 

永
野
美
智
子
 

香
月
 
愛
子
 

白
石
 

宏
事
 

松
尾
ア
サ
エ
 

原
田
 

文
義
 

桑
野
 
昌
宣
 

鈴
木
秋
風
子
 

桑
野
 
園
女
 

白
石
 

鶴
代
 

大
石
ミ
チ
子
 

松
本
ミ
ネ
ヤ
 

永
末
 
公
恵
 

野
ロ
て
い
子
 

浦
野
 

蓮
 

野
村
 
鈴
子
 

石
橋
 
勝
己
 

倉
本
マ
リ
子
 

堀
川
シ
ズ
工
 

軽自動車税について 

盗難や解体などで車が無くなった場合は、盗難届け． 

解体証明書等を持参して3月末日までに、役場税務課 

に届け出てください。届け山がない場合は、平成10年 

度も課税されます。 
赤坂神社境内で行われた どんど焼き 
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国
療
強
ン
タ
n
u
薦
よ
 

平成9年4月I" 日から、 

ての察業場Iこ遍40時間労働制 

が適薙され、現在までに8割近 

の事業場で実施されています旦 

駆除期間 3月1日（日）~ 

4月30日（木）の日 

の出から日の入りの間 

区 域 町内の中山間地 

※期間中は危険なため、中山間地 

は行く場合は注意をしてください。 

方城町立医療センター所長 

武 冨 章 先生 

ガ
ン
の
話
・
そ
の
二
 

今
回
は
ガ
ン
の
特
徴
と
分
類
・
ガ
ン
 

の
診
断
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
よ
う
。
 

ガ
ン
の
特
徴
 

ガ
ン
細
胞
の
特
徴
は
何
で
し
ょ
う
。
 

一
言
で
言
え
ば
、
「
増
殖
を
続
け
転
移
す
 

る
」
の
が
ガ
ン
細
胞
で
す
。
正
常
な
細
 

胞
は
一
定
の
期
間
、
細
胞
と
し
て
の
生
 

命
活
動
を
続
け
た
後
、
老
化
し
て
死
を
 

迎
え
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
は
自
分
と
 

同
じ
細
胞
を
再
び
決
ま
っ
た
数
だ
け
作
 

り
上
げ
、
再
生
し
た
細
胞
は
新
た
な
生
 

命
活
動
を
営
む
わ
け
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
 

の
細
胞
は
自
分
の
中
に
自
己
を
複
製
す
 

る
た
め
の
設
計
図
（
遺
伝
子
）
を
持
っ
 

て
お
り
、
そ
の
設
計
図
に
書
か
れ
た
情
 

報
に
基
づ
い
て
増
殖
し
ま
す
。
と
こ
ろ
 

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
、
た
と
え
ば
放
 

射
線
や
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
っ
て
、
こ
 

義の全国交通安金運動 
.4 月6 日：（月）がら：雄三，勲 

4月15母（水）まで 

簾子どもと高齢者の 
交通事故防止 

鵬シートベルトの 
着用の徹底 

4月―1目から軽油引取税 
・ゴルフ場利用税の取鱗 
扱い事務所然変わります 

”田川県税叢務所・ー，, ：寿….ー 
雪 (44 ).81.:::.i 1 

飯塚県税事務所 

・く飯塚市新立岩8一1飯塚総合庁舎） 

雪0948 (23 )4.1 l ii 

の
設
計
図
に
傷
が
で
き
た
り
誤
っ
た
情
 

報
が
書
き
込
ま
れ
た
り
す
る
と
、
正
常
 

細
胞
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
変
な
細
 

胞
が
で
き
あ
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 
一 

番
困
る
の
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
で
き
 

た
異
常
細
胞
が
正
常
よ
り
も
速
い
速
度
 

で
増
え
続
け
、
次
第
に
正
常
な
細
胞
を
 

圧
迫
し
て
栄
養
分
を
横
取
り
し
て
し
ま
 

う
こ
と
で
す
（
浸
潤
）
。
ま
た
、
異
常
細
 

胞
は
血
液
や
リ
ン
パ
液
の
流
れ
に
乗
っ
 

て
別
の
臓
器
に
住
み
着
き
（
転
移
）
、
新
 

し
い
場
所
で
好
き
勝
手
な
行
動
を
と
ろ
 

う
と
し
ま
す
。
以
上
の
よ
う
に
、
ガ
ン
 

細
胞
は
正
常
な
分
裂
増
殖
の
パ
タ
ー
ン
 

か
ら
外
れ
た
浸
潤
・
転
移
と
い
う
振
る
 

舞
い
を
し
ま
す
。
 

ガ
ン
の
分
類
 

胃
や
肺
な
ど
の
粘
膜
に
は
上
皮
細
胞
 

と
い
わ
れ
る
細
胞
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
上
皮
細
胞
か
ら
発
生
す
る
ガ
ン
を
 

「
癌
」
と
い
い
ま
す
。
い
わ
ば
狭
義
の
 

ガ
ン
と
言
え
ま
し
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
 

上
皮
を
支
え
て
い
る
組
織
（
線
維
、
血
 

管
な
ど
）
、
骨
、
筋
肉
か
ら
発
生
す
る
ガ
 

ン
は
「
肉
腫
」
と
い
い
ま
す
。
癌
と
肉
 

腫
の
両
者
を
併
せ
て
広
義
の
ガ
ン
と
言
 

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

同
じ
部
位
に
で
き
た
ガ
ン
で
も
姿
、
 

国連水の日 

―地球と水を考える日 

3月22日 

水とのふれあい 

、
 感じてますか？ 

形
、
動
き
に
は
違
い
が
あ
り
ま
す
。
例
 

え
ば
、
肺
癌
は
肩
平
上
皮
癌
、
腺
癌
、
 

大
細
胞
癌
、
小
細
胞
癌
と
い
う
亜
型
に
 

分
類
さ
れ
ま
す
。
ど
の
亜
型
に
分
類
さ
 

れ
る
か
に
よ
っ
て
治
療
方
法
も
異
な
り
 

ま
す
。
 

ま
た
、
同
じ
ガ
ン
と
は
言
っ
て
も
「
ガ
 

ン
ら
し
さ
」
の
度
合
い
に
違
い
が
見
ら
 

れ
ま
す
。
ガ
ン
も
人
間
と
同
じ
で
、
性
 

格
が
未
熟
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
乱
暴
で
 

手
が
付
け
ら
れ
な
い
し
、
逆
に
成
熟
す
 

る
に
つ
れ
て
落
ち
着
い
た
振
る
舞
い
を
 

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
成
熟
の
 

度
合
い
に
よ
っ
て
、
高
分
化
型
・
中
分
 

化
型
・
低
分
化
型
・
未
分
化
型
な
ど
の
 

分
類
が
な
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
発
生
し
た
場
所
、
細
 

胞
の
顔
形
、
細
胞
の
性
格
な
ど
、
さ
ま
 

ざ
ま
な
観
点
か
ら
ガ
ン
の
分
類
が
行
わ
 

れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
 

ガ
ン
の
診
断
 

ガ
ン
の
確
定
診
断
を
行
う
場
合
に
決
 

め
手
と
な
る
の
は
、
病
理
組
織
診
断
で
 

す
。
組
織
の
採
取
の
方
法
は
癌
の
で
き
 

た
部
位
に
よ
つ
て
異
な
り
ま
す
。
た
と
 

え
ば
、
胃
癌
で
は
内
視
鏡
を
通
し
て
ガ
 

ン
と
思
わ
れ
る
場
所
の
一
部
を
錯
子
で
 

採
取
（
錯
子
生
検
）
し
ま
す
し
、
腎
臓
 

や
肝
臓
の
癌
で
は
体
表
か
ら
針
を
刺
し
 

て
微
小
な
材
料
を
取
り
出
す
（
針
生
検
）
 

こ
と
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
体
表
に
近
 

い
リ
ン
パ
節
や
皮
膚
腫
蕩
で
は
外
科
的
 

お
 
し

ら

せ

 

じ
ん
肺
・
振
動
病
自
主
健
診
 

☆
日
時
 
4
月
4
日
（
土
）
 
13 

時
 30 

分
、
 

15 

時
 

☆
場
所
 

田
川
診
療
所
（
田
川
市
美
術
 

館
ウ
ラ
）
 

☆
料
金
 
2
千
円
（
相
談
は
無
料
）
 

☆
予
約
 

田
川
診
療
所
 

容
（
4
2
) 

8
4
0
3
 

障
害
者
歯
科
治
療
 

☆
場
所
 
筑
豊
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
（
直
 

方
 
歯
科
医
師
会
）
 

☆
診
療
時
間
 
毎
週
土
曜
日
 
13 

時
 30
 

分
5
 

（
予
約
制
）
 

☆
問
い
合
わ
せ
先
 
直
方
歯
科
医
師
会
 

合
0
9
4
9
2

(2
)
2
4
0
8
 【

 

平
成
 10 

年
度
東
鷹
高
等
学
校
 

「
定
時
制
課
程
」
生
徒
募
集
 

☆
願
書
受
付
 

二
次
募
集
 
3
月
 19 

日
（
木
）
5
 23
 

日
（
月
）
 

編
入
学
 
3
月
9

日
（
月
）
5
 23 

日
 

（月） 

☆
受
付
時
間
 
13 

時
 30 

分
5
 18 

時
 

に
切
開
し
て
疑
わ
し
い
組
織
を
直
接
採
 

取
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
し
て
採
取
さ
れ
 

た
組
織
材
料
は
顕
微
鏡
で
検
査
さ
れ
、
 

悪
性
か
良
性
か
、
悪
性
と
す
れ
ば
悪
性
 

の
度
合
い
は
ど
う
か
、
に
つ
い
て
決
定
 

し
ま
す
。
 

胸
水
や
腹
水
が
溜
ま
っ
て
い
る
場
合
 

や
、
い
き
な
り
本
格
的
検
査
を
行
う
こ
 

と
が
患
者
さ
ん
の
苦
痛
を
伴
う
と
考
え
 

ら
れ
る
場
合
に
は
、
細
胞
診
が
行
わ
れ
 

ま
す
。
肺
癌
に
お
け
る
略
疾
細
胞
診
、
 

癌
性
胸
膜
炎
や
癌
性
腹
膜
炎
で
の
胸
水
・
 

腹
水
の
穿
刺
排
液
、
子
宮
癌
検
診
で
行
 

わ
れ
る
子
宮
頚
部
の
擦
過
細
胞
診
な
ど
 

が
、
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
 

病
理
組
織
診
断
と
細
胞
診
は
ガ
ン
を
 

直
接
に
診
断
す
る
方
法
で
す
が
、
そ
の
 

他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
検
査
が
行
わ
れ
ま
 

す
。
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
よ
う
に
胃
や
 

肺
の
癌
検
診
で
は
ま
ず
レ
ン
ト
ゲ
ン
診
 

断
が
行
わ
れ
ま
す
し
、
胃
カ
メ
ラ
や
気
 

管
支
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
の
内
視
鏡
袷
養
・
 

超
音
波
検
査
・
c
T

ス
キ
ャ
ン
・
M
R
 

I
な
ど
、
診
断
の
方
法
も
診
断
の
精
度
 

も
か
な
り
の
進
歩
を
見
せ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
検
査
は
ガ
ン
の
発
生
部
位
、
 

形
態
、
大
き
さ
を
診
断
す
る
上
で
欠
か
 

せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
 

ガ
ン
が
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
を
判
断
 

す
る
目
的
で
、
血
液
中
の
腫
蕩
マ
ー
カ
ー
 

も
検
査
さ
れ
ま
す
。
肝
癌
の
A
F
P
、 

大
腸
癌
の
c
E
A
、
勝
臓
癌
の
c
A
1
 

9

・
9
な
ど
が
代
表
で
す
。
 

j
 

☆
選
考
料
 
8
百
円
 

☆
学
力
検
査
 
3
月
 24 

日
（
火
）
 

☆
間
い
合
わ
せ
先
 
東
鷹
高
校
定
時
制
 

容
（
4
4
)
3
0
1
5
 

平
成
 10 

年
度
日
本
育
英
会
 

高
等
学
校
奨
学
生
募
集
 

☆
対
象
者
 

在
学
奨
学
生
 
高
等
学
校
全
学
年
 

予
約
奨
学
生
 
中
学
校
3
年
生
 

☆
募
集
期
間
 

在
学
奨
学
生
 
第
1
次
4
月
5
7
月
 

中
旬
 
第
2
次
9
月
5
 10 

月
中
旬
 

予
約
奨
学
生
 
5
月
5
6
月
中
旬
 

☆
申
し
込
み
先
 
在
籍
し
て
い
る
高
等
 

学
校
、
中
学
校
（
担
任
の
先
生
）
 

※
 

い
ず
れ
も
学
力
、
家
計
に
基
準
が
 

あ
り
ま
す
。
 

筑
豊
ゼ
ミ
受
講
者
募
集
 

☆
開
催
日
時
 
毎
月
1
回
第
3
水
曜
日
 

19 

時
5
 21 

時
 

☆
開
催
場
所
 
近
畿
大
学
九
州
工
学
部
 

☆
対
象
者
 

「
む
ら
お
こ
し
．
地
域
づ
 

く
り
」
に
興
味
が
あ
り
、
積
極
的
に
参
 

加
さ
れ
る
人
 

☆
受
講
料
 
8
千
円
 

☆
募
集
締
め
切
り
 
4
月
9

日
（
木
）
 

☆
間
い
合
わ
せ
先
 
筑
豊
地
域
づ
く
り
 

セ
ン
タ
ー
電
0
9
4
8

(
2
5
)
8
6
 

ダイオキシン濃度低減対策工事終わる ぞうきんの寄贈 
下田川衛生組合（糸田町、金田町、方城町、赤池 

町）では、ごみ焼却場から排出されるダイオキシン 

の濃度低減対策として平成9年1月から工事を進め 

ていましたが、このほど完成しました。 

これは、ダイオキシンが95ng/ N riF（国の基準は 

80ng/N 市）排出されていたもので、国の補助事業 

として約7000万円（国庫補助金、厚生年金、国民年． 

金、積立金還元融資、一般財源）をかけて事業を行 

い、その結果、7.5ng/N 市まで下がっています。 

老人会から767枚の 

雑巾の寄贈があり、小中 

学校や保育所、特別養護 

老人ホームなどに配られ 

ました。老人会のみなさん 

ありがとうございました。 
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講
演
会
・
講
習
会
 

「
人
に
優
し
い
町
．
田
川
を
 

つ
く
る
会
」
地
域
交
流
会
 

☆
日
時
 
3
月
 17 

日
（
火
）
 
13 

時
 15 

分
 

☆
会
場
 
ヤ
ン
グ
ワ
ー
ク
ふ
く
お
か
 

☆
内
容
 
講
演
会
及
び
音
楽
鑑
賞
会
 

☆
問
い
合
わ
せ
先
 
田
川
保
健
所
 
保
 

健
課
精
神
保
健
福
祉
係
 
雪
（
4
4
) 

0
6
6
6
 

謬
原
病
講
演
会
 

☆
日
時
 
3
月
 26 

日
（
木
）
 
14
 

時
 30 

分
 

☆
場
所
 

田
川
保
健
所
 
講
堂
 

☆
講
師
 
共
立
病
院
副
院
長
 
中
村
昭
 

典
先
生
 

☆
問
い
合
わ
せ
先
 
田
川
保
健
所
 

公
 

(
4
4
)
0
6
6
6
 

「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
食
教
 

室
」
講
演
会
 

1
回
目
 

☆
日
時
 
3
月
 12 

日
（
木
）
 
14 

時
5
 

☆
場
所
 

田
川
総
合
庁
舎
 

☆
内
容
 
講
演
「
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
 

と
治
療
方
針
」
講
師
 
小
倉
記
念
病
院
 

小
児
部
長
 
岡
部
貴
裕
先
生
 

2
回
目
 

☆
日
時
 
3
月
 20 

日
（
金
）
9
時
 30 

分
 

☆
場
所
 

田
川
保
健
所
 
講
堂
 

☆
講
演
及
び
懇
談
会
 

「
食
物
ア
レ
ル
 

7 



ギ
ー
の
食
事
療
法
」
講
師
 
田
川
保
健
 

所
管
理
栄
養
士
 
堂
菌
 
史
 

☆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 
田
川
 

保
健
所
 
保
健
課
 
健
康
増
進
課
 

冒
（
4
4
)
0
6
6
6
 

「
潰
蕩
性
大
腸
炎
・
 

ク
ロ
ー
ン
病
」
講
演
会
 

☆
日
時
 
3
月
 27 

日
（
金
）
 
14
 

時
5
 

☆
場
所
 
田
川
保
健
所
 
講
堂
 

☆
講
師
 
田
川
病
院
医
師
 
前
川
隆
一
 

郎
先
生
 

☆
問
い
合
わ
せ
先
 
田
川
保
健
所
 

合
 

(
4
4
)
0
6
6
6
 

特
別
講
演
会
 

☆
日
時
 
3
月
 19 

日
（
木
）
 
13 

時
 30 

分
 

☆
場
所
 
田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
 

☆
テ
ー
マ
 

「
ど
う
な
る
こ
れ
か
ら
の
 

日
本
」
5
テ
レ
ビ
の
裏
側
か
ら
5
 

☆
放
送
タ
レ
ン
ト
 
若
林
正
人
さ
ん
 

☆
問
い
合
わ
せ
先
 
田
川
商
工
会
議
所
 

合
 

（
4
4
)
3
1
5
0
 

技
術
講
習
会
 

☆
科
目
 
経
理
（
初
級
）
パ
ソ
コ
ン
 

☆
定
員
 
20 

人
 

☆
講
習
期
間
 
4
月
 22 

日
5
6
月
 19 

日
 

の
う
ち
 21 

日
間
（
主
に
毎
週
月
・
水
・
 

金
曜
日
）
 

☆
受
講
料
 
無
料
 

☆
講
習
会
場
 
飯
塚
市
女
性
セ
ン
タ
ー
 

☆
申
込
受
付
日
 
3
月
 18 

日・ 
19 

日
 

☆
間
い
合
わ
せ
先
 
福
岡
県
女
性
就
業
 

援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所
 
電
0
9
4
 

8

(
2
3
)
4
1
5
6
 

技
術
講
習
会
 

☆
科
目
 
医
療
事
務
 

☆
定
員
 
20 

人
 

☆
講
習
期
間
 
4
月
 14
 

日
5
6
月
 18 

日
 

の
う
ち
 21 

日
間
（
主
に
毎
週
火
5
金
曜
 

日） ☆
受
講
料
 
無
料
 

☆
講
習
会
場
 
直
方
市
働
く
婦
人
の
家
 

☆
申
込
受
付
日
 
3
月
 11 

日・ 
12 

日
 

☆
問
い
合
わ
せ
先
 
福
岡
県
女
性
就
業
 

援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所
 
公
0
9
4
 

8

(
2
3
)
4
1
5
6
 

保険の年度・ 

憲露肥しっか 
深険（雇用保険、労災保険）の保険料の 

納付ば・4月1自から5月20日ま’でです。 
わせ先 福岡県労働部雇用保険諜徴収係 

合092 (641 ) 4865 

ルラマ／ 

がわ 

● 
田

川

市

 

☆
T
A
G
A
W
A

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
 

3
月
8

日
（
日
）
9
時
 30 

分
 
石
炭
記
 

念
公
園
周
辺
 

☆
来
て
み
ん
ね
金
川
（
ふ
れ
あ
い
朝
市
）
 

毎
週
日
曜
日
8
時
 
金
川
農
協
前
広
場
 

●

添

田

町

 

☆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
・
フ
ア
ミ
リ
ー
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
 

9
時
 
町
体
育
館
 

3
月
8
日
（
日
）
 

☆
酒
源
の
泉
 
酒
蔵
開
放
 
3
月
 14 

日
 

（土） 

15 

日
（
日
）
 
10 

時
5
 16 

時
 

し
や
く
な
げ
荘
近
く
酒
源
の
泉
 

搾
り
た
て
の
新
酒
や
清
酒
の
利
き
酒
や
 

粕
汁
の
振
る
舞
い
な
ど
あ
り
ま
す
。
 

☆
旬
の
駅
 
毎
週
土
曜
日
9
時
 
旧
伊
 

原
駅
横
広
場
 

！

川

崎

町

 

☆
町
民
卓
球
大
会
 
3
月
 15 

日
（
日
）
 

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
 

●

香

春

町

 

☆
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
 

（日） 

須
佐
神
社
 

3
月
8

日
 

☆
ふ
れ
あ
い
朝
市
 
毎
週
日
曜
日
9
時
 

役
場
前
広
場
 

●
赤
 

村
 

☆
赤
村
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
 

ン
（
村
内
一
円
）
 

3
月
8

日
（
日
）
 

☆
村
民
駅
伝
大
会
 
3
月
 22 

日
（
日
）
 

J
A
出
荷
場
一
帯
 

●

糸

田

町

 

☆
お
田
植
え
祭
 
3
月
 15 

日
（
日
）
 
15
 

時
 
金
村
神
社
 

☆
公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

3
月
 22 

日
（
日
）
8
時
 
町
民
グ
ラ
ウ
 

ン
ド
 

☆
町
民
歩
け
歩
け
大
会
 
3
月
 29 

日
 

（
日
）
9
時
 
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
5
筑
 

豊
緑
地
公
園
 

●

金

田

町

 

☆
町
民
つ
な
ひ
き
大
会
 
3
月
8

日
 

（
日
）
9
時
 
町
民
会
館
 

☆
サ
ケ
の
放
流
 
3
月
 12 

日
 

時
 
彦
山
・
中
元
寺
川
 

（木） 

17 

☆
文
化
講
演
会
 
3
月
 27 

日
（
金
）
 
19
 

時
 
講
師
 
三
笑
亭
夢
之
助
 
演
題
 

笑
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

☆
ふ
れ
あ
い
朝
市
 
毎
週
水
・
土
曜
日
 

7
時
 
金
田
駅
西
ロ
 

町の人 口 
（平成10年1月末日） 

男 3,838人 

女 4,301人 

計 8,139人 

世帯数 2,930世帯 

審

国

秋

冬

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
 

学
校
閉
鎖
や
学
級
閉
鎖
が
相
次
い
だ
よ
 

う
で
す
が
、
み
な
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。
 

風
邪
で
苦
し
ん
で
い
る
人
に
は
悪
い
の
 

で
す
が
、
風
邪
引
き
が
増
え
て
臨
時
休
 

校
に
な
っ
た
時
の
あ
の
う
れ
し
さ
は
、
 

だ
れ
し
も
経
験
が
あ
る
も
の
で
す
よ
ね
。
 

学
校
給
食
の
取
材
に
行
っ
た
時
、
自
 

分
の
小
中
学
校
時
代
の
給
食
を
思
い
出
 

し
ま
し
た
。
小
学
校
の
初
め
の
こ
ろ
は
、
 

木
箱
入
り
の
ビ
ン
の
牛
乳
が
と
て
も
重
 

か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
し
 

て
も
、
 

一
食
わ
ず
か
二
百
円
足
ら
ず
で
 

食
べ
ら
れ
る
給
食
は
、
本
当
に
あ
り
が
 

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

先
日
、
精
神
年
齢
が
低
い
た
め
に
 40
 

歳
を
前
に
し
て
親
知
ら
ず
を
抜
き
ま
し
 

た
。
そ
れ
も
、
総
合
病
院
の
手
術
室
で
 

麻
酔
を
さ
れ
て
。
手
術
台
の
上
に
寝
か
 

さ
れ
た
時
の
あ
の
気
持
ち
…
 

。
ま
 

さ
に
「
ま
な
板
の
上
の
人
間
」
で
し
た
。
 

と
こ
ろ
で
、
昨
年
の
 11 

月
号
の
広
報
 

紙
に
掲
載
し
た
弁
城
小
学
校
の
コ
イ
取
 

り
大
会
の
写
真
が
、
県
の
広
報
コ
ン
ク
 

ー
ル
で
入
選
を
い
た
だ
き
、
2
月
 18 

日
 

に
県
庁
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
出
席
し
 

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
み
な
さ
ん
の
取
 

材
協
力
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

(

J

)
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